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県医労第150回中央委員会

請願採択を力に増員実現を！
署
名
目
標
を
達
成
し
た
５
支
部
を

表
彰

　

10
月
19
日
、
県
医
労
第
１
５
０

回
中
央
委
員
会
が
盛
岡
市
「
水

産
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、
秋
・
年

末
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
県
議
会
請
願
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で
も
喜
び

と
激
励
の
言
葉
が
相
継
ぎ
ま
し

た
。
運
動
方
針
の
討
論
で
は
、

夜
勤
専
従
看
護
師
の
試
行
、
補

助
者
夜
勤
、
院
内
研
修
、
超
過

勤
務
、年
次
休
暇
や
夏
季
休
暇
、

時
差
出
勤
な
ど
、
人
員
不
足
に

よ
る
忙
し
い
職
場
状
況
が
次
々

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は

職
場
環
境
の
改
善
を
目
指
し
、

請
願
採
択
を
力
に
大
幅
増
員
実

現
に
向
け
、
本
部
・
支
部
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
交
付
金
増
大
に

伴
う
予
算
更
正
案
も
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
に
は
中
央
委
員
会
を
一

時
休
会
し
、
調
理
業
務
の
全
面

委
託
阻
止
に
向
け
て
の
学
習
会

も
開
催
。
日
本
医
労
連
の
病
院

給
食
対
策
委
員
で
あ
る
、
大
阪

医
労
連
の
染
原
委
員
長
を
講
師

に
招
き
、
病
院
給
食
の
役
割
、

全
面
委
託
に
よ
る
弊
害
な
ど
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

講演する染原委員長

３
万
を
超
え
る
署
名
を
提
出

大
幅
増
員
の
県
議
会
請
願
採
択

　

10
月
７
日
（
月
）、
千
葉
伝
県

議
会
議
長
に
「
大
幅
増
員
を
求

め
る
請
願
」
を
３
７
，４
７
６
筆

の
署
名
と
共
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

６
月
に
開
催
し
た
県
医
労
第

69
回
定
期
大
会
で
、
大
幅
増
員

に
向
け
た
運
動
方
針
を
決
め
、

５
万
筆
を
目
標
に
署
名
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。各
支
部
で
、

病
院
玄
関
前
署
名
や
地
域
の
つ

な
が
り
を
生
か
し
て
協
力
要
請

を
行
う
な
ど
し
、
高
田
、
釜
石
、

二
戸
、
一
戸
、
中
央
の
５
支
部

で
は
、
組
合
員
１
人
10
筆
の
目

標
を
達
成
し
ま
し
た
。
請
願
提

出
に
は
、
同
日
に
会
議
を
開
催

し
て
い
た
看
護
部
会
の
み
な
さ

ん
も
参
加
。
手
分
け
を
し
て
署

名
を
運
び
、
県
議
会
議
長
に
増

員
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は
各
支
部
で

分
担
し
、
地
元
の
県
議
へ
の
賛

同
要
請
を
行
い
、「
病
院
職
員

の
大
変
さ
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
」「
応
援
す
る
」
な
ど
の
反

応
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
請
願
に
必
要
な
紹

介
議
員
の
関
係
で
は
、
全
会

派
（
自
由
民
主
ク
ラ
ブ
、
い
わ

て
県
民
ク
ラ
ブ
、
希
望
・
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
民
主
党
、
社
民

党
、
日
本
共
産
党
、
公
明
党
）

と
２
人
の
無
所
属
県
議
を
回
り

ま
し
た
が
、「
会
派
の
中
で
ま

と
ま
ら
な
い
」
な
ど
と
し
、
日

本
共
産
党
と
１
人
の
無
所
属
県

議
し
か
紹
介
議
員
に
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
不
安
を
感
じ
な
が

ら
10
月
９
日
の
環
境
福
祉
常
任

委
員
会
で
の
請
願
審
査
を
傍
聴

し
ま
し
た
が
、
全
員
一
致
で
採

択
。
11
日
の
県
議
会
本
会
議
で

も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

願
い
こ
も
っ
た
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　復旧・復興めざし
全国交流集会に281人が参加
　全国交流集会2013 in いわてが、10月13
日～14日花巻温泉で開催され、18都道府県
から281人（県医労３支部・本部６名）が参加
しました。
　初日は、陸前高田市の戸羽市長が記念講演
を行い、復興作業の中で見えた「縦割行政」
の実態や、奇想天外の「提言」などをユーモ
ラスに紹介。これからの陸前高田市を、バリ
アフリーの海浜新都市にする構想には、大き
な拍手がありました。
　被災３県のほかに、今回は、九州北部と紀
伊半島の豪雨被害の現状と課題等が報告され
ました。
　その後、９分科会に分かれ、被災地での雇
用確保、社会保障の拡充などについて交流し
ました。行政まかせでなく、被災者と共に課
題を解決していることなどが確認されました。

被災者
本位の

全国交流集会2013 in いわて

　10月17日に26名の参加で開催されまし
た。本部から伊藤書記長が駆けつけ、情勢、
運動方針をわかりやすく説明してくださいま
した。
　おかわり自由のいものこ汁の他、季節を感
じられる料理が数多く出され、追加注文も出
るほど（笑）。食欲の秋を満喫し、秋闘に向け
団結を深めました。

（久慈支部書記長　○○○○○）

芋煮会＆議案説明会

久慈支部

　10月24日、日比谷野外音楽堂で「いのちまもる10・
24国民集会」が開催され、雨にもかかわらず全国から
3,000人（県医労からは７支部・本部21名）が参加しま
した。オープニングではコント集団「ザ・ニュースペー
パー」が公演。安倍首相や菅官房長官、自民党石破幹
事長のパロディと時事ネタで会場を沸かせました。
　ゲストには「いつやるか?今でしょ！」の流行語で
おなじみの林修さんが出演。産婦人科医の妻の話も
交えながら、最後に「みんなといつ思いをとも
にするか？今でしょ！」とエールを送りました。
　各分野からのリレートークのあと、会場か
ら東京駅まで、「憲法、いのち守れ！」、「医師、
看護師ふやせ！」などをアピールしながら行
進しました。

医師・看護師増やすなら

“今でしょ！”“今でしょ！”
10.24 いのちまもる国民集会に全国から3,000人

日本医労連青年部の元気な
シュプレヒコール

「ザ・ニュースペーパー」の
安倍首相のコント

ゲストの林修さん
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看護部
【
超
過
勤
務
】

　

指
導
監
は
「
大
変
だ
と
い
う

情
報
は
聞
い
て
い
る
。
新
人
の
教

育
に
も
時
間
が
か
か
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
超
勤
し
た
分

は
書
く
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、

看
護
科
だ
け
で
考
え
る
の
で
は

な
く
、
他
職
種
も
入
っ
て
業
務

改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

【
夜
勤
専
従
・
補
助
者
夜
勤
】

　

指
導
監
は
「
夜
勤
専
従
で
両

親
の
介
護
を
し
て
一
緒
に
過
ご
せ

る
と
か
、
９
回
夜
勤
解
消
に
つ

な
が
っ
て
い
る
な
ど
良
い
面
も
あ

る
。
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
考
え
な
が
ら
選
ん
で
や
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
夜
勤
専
従
の
方

に
は
健
康
管
理
も
考
え
な
が
ら

や
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
回
答
。

看
護
部
会
か
ら
は
「
そ
も
そ
も

介
護
休
暇
の
制
度
が
あ
る
の
に
、

休
暇
が
取
れ
な
い
く
ら
い
人
手

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で

は
な
い
か
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
「
補
助
者
夜
勤
」
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
組
合
が
行
っ
た
補
助
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
と
り
ま
と
め
（
中

間
報
告
）
を
提
出
。
看
護
師
の

増
員
を
望
ん
で
い
る
声
を
紹
介

し
ま
し
た
。

【
パ
ワ
ハ
ラ
】

　

指
導
監
は
「
普
段
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
信
頼
関
係

が
大
切
」
と
話
し
、
師
長
に
は
、

研
修
以
外
で
も
指
導
し
て
い
く

こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。

 
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

〜
看
護
指
導
監
と
の
懇
談
〜　

青山節子看護指導監

　

10
月
７
日
、
医
療
局
棟
会
議
室
に

お
い
て
看
護
指
導
監
と
看
護
部
会
メ

ン
バ
ー
６
支
部
・
本
部
11
人
が
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。
現
場
の
厳
し
い
状

況
を
伝
え
、
働
き
や
す
い
職
場
に
し

て
ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

第３回看護部会
■日時
　12月2日（月）
　10：30～15：30
■場所
　県民会館 第４会議室

組合員の看護師ならどな
たでも参加出来ます。
多数の参加お待ちしてい
ます。

看護師の増員が何より重要！
～補助者夜勤アンケート～

　９月中旬から９月末まで補助者の夜勤アンケートを行い321人
の方から回答が寄せられました。夜勤について賛成4.2％、反対
52.3％、どちらとも言えない41.1％という結果でした。その中の
意見を一部ご紹介します。

＊夜勤しなければ退職してもらうと言われた。
＊早番・遅番だけでも大変！夜勤は絶対反対！
＊16時間夜勤をしているが、体力的につらい。準夜・深夜に
してほしい。
＊遅番勤務の時間が遅くなった時、退職を考えた。
＊時間外の手当が欲しい。サービス残業が多い。

夜勤等での意見

＊現在の病院の体制（看護師
の人数等）を考えるとやむ
を得ない。

＊補助者は看護師のような仕
事は出来ない。何かあった
時、責任がとれるのか？

■ 賛成の意見 ■ ■ 反対の意見 ■

看護部会看護部会のメンバーたち
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●
●
●
●
●
●
●
●

女性部

入口で出迎えてくれるおじさんにも万華鏡の仕掛けが…

　

10
月
３
日
、
女
性
部
長
会
議
が
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
で
開
催
さ
れ
、
12
支
部
・
本
部
20
名
が
参
加
。

定
期
大
会
後
の
活
動
や
各
支
部
の
状
況
、
今
年
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
で
は
、
岩
手
産
業
推
進
セ
ン
タ
ー
の
相
談

員
で
臨
床
心
理
士
の
坂
下
史
絵
さ
ん
を
講
師
に
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
学
習
し
、
メ
ン
タ
ル
不

調
者
と
か
か
わ
る
時
、
自
分
が
か
か
っ
た
ら
、
ど

う
し
て
ほ
し
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
に
つ
い
て
は
、
担
当
支
部
を
中

心
に
日
程
・
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

女
性
部
長
会
議
開
催

ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
日
程
決
ま
る

ブロック 担当支部 月　日 内　容

北　部 一　戸 11月10日 メンタル学習会と
散策

中　部 遠　野 12月14日 リフレッシュのつ
どい

南　部 南　光 12月 7 日 ペーパークイリン
グ体験

三　陸 釜　石 12月 7 日 押し花アート

メンタルヘルスについても学習

女性部 秋のバスツアー
　女性部は９月７日（土）～８日（日）、宮城へ「野
球観戦と温泉ツアー」に出かけました。クリネッ
クススタジアムで楽天 vs 日ハム戦に盛り上が
り、秋保温泉「華乃湯」でゆったりと一泊。翌日は、
万華鏡美術館で色と形の変化を楽しみ、キリン
ビール仙台工場へ。工場見学後の試飲に大満足
したあと、「杜の市場」で昼食＆ショッピングを
楽しみ、帰路につきました。

キリンビール仙台工場 万華鏡美術館

できたてのビー
ルを試飲中

美味しいビールを
召し上がれ

色々な形と
色の万華鏡
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青年部
　

10
月
20
日
、「
全
国
青
年
大

集
会
２
０
１
３
」
が
東
京
・
明

治
公
園
で
開
催
さ
れ
、
風
雨
の

中
、
全
国
か
ら
１
５
０
０
人
の

青
年
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
会
社
か
ら
「
若

い
女
性
の
方
が
男
性
客
の
集
客

に
つ
な
が
る
」
と
鮮
度
が
切
れ

た
魚
や
野
菜
の
よ
う
に
、
扱
わ

れ
解
雇
さ
れ
た
女
性
の
訴
え
を

は
じ
め
、
人
を
人
と
し
て
扱
わ

な
い
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
実
態
が

次
々
と
告
発
さ
れ
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
あ
い
さ
つ
で
は
全
労

連
や
貧
困
解
決
に
向
け
て
運
動

し
て
い
る
団
体
の
代
表
か
ら

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
へ
の
一
番
の

対
抗
手
段
は
労
働
組
合
に
入
っ

も
う
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い
!!

ま
と
も
な
仕
事
と
人
間
ら
し
い
生
活
を

支部青年部定期大会
　南光支部、中部支部、二戸支部
で支部青年定期大会を開催。大会
終了後、南光、中部支部では懇親
会も開催しました。未開催支部は
これから準備を進めましょう。

10月10日　青年部員27名中12名が参加

南光支部

10月11日　懇親会で日頃のストレスも解消！

中部支部

10月18日　支部組合事務室で開催

二戸支部

て
、
労
働
者
が
団
結
す
る
こ

と
」、「
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
と

仕
事
を
取
り
戻
す
た
め
に
声
を

あ
げ
て
い
こ

う
」
と
激
励

と
連
帯
の
呼

び
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

全
国
青
年
大
集
会
２
０
１
３

　10月19日、岩手医労連青年部定期大会が盛
岡市「水産会館」で開催されました。県医労か
らは代議員７名が出席し、一戸支部の○○○さ
んが議長を務めました。
　大会討論では出席した全ての単組から青年部
活動や職場の状況について発言がありました。
　次期役員には、県医労から書記次長に○○○
○さん（一戸）が再任されました。

岩手医労連青年部第33回定期大会
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読
書
の
秋
で
す
ね
。
読
書
が

趣
味
の
私
で
す
が
、
最
近
は
育

児
に
追
わ
れ
て
全
く
本
が
読
め

ず
…
。
オ
ス
ス
メ
の
本
は
、
今

話
題
の
百
田
尚
樹
の
「
永
遠
の

０
（
ゼ
ロ
）」。
本
当
に
面
白
い

で
す
。

大
船
渡
支
部　

千
の
夢

　

　

　

超
勤
し
て
は
ダ
メ
。
超
勤
簿

に
書
い
て
は
ダ
メ
と
言
う
が
、

残
っ
た
仕
事
は
誰
が
や
っ
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
上
司
が

残
っ
て
や
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ

う
か
？
そ
れ
だ
っ
た
ら
超
勤
せ

ず
、
す
ぐ
に
帰
り
ま
す
が
…
。

宮
古
支
部　

プ
リ
キ
ュ
ア
マ
マ

　

　

　

朝
晩
、
め
っ
き
り
「
寒
い
」

と
思
う
今
日
こ
の
頃
…
。
美
味

し
い
物
を
食
べ
、
ゆ
っ
く
り
休

み
…
ん
っ
!!
休
み
（
年
次
）
が

取
れ
な
い
ん
だ
な
ぁ
ー
。

中
央
支
部　

ピ
ロ
り
ん
子

　

　

　

進
展
の
見
ら
れ
な
い
汚
染
水

　

パ
ワ
ハ
ラ
問
題

が
た
く
さ
ん
の
職

場
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
▼
厚
生
労

働
省
は
「
職
場
の

い
じ
め
・
嫌
が
ら

せ
」「
パ
ワ
ハ
ラ
」

が
近
年
、
社
会
問

題
と
し
て
顕
在
化

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
検

討
を
進
め
、昨
年
３
月
30
日
「
職

場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

予
防
・
解
決
に
向
け
た
提
言
取

り
ま
と
め
」
と
し
て
公
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
職
場
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
同
じ

職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
、
職

務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど

の
職
場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
、

業
務
の
適
正
な
範
囲
を
超
え
て
、

精
神
的
・
身
体
的
苦
痛
を
与
え

る
又
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ

る
行
為
を
い
う
」
と
定
義
づ
け

て
い
る
。
こ
こ
で
い
う「
優
位
性
」

と
は
、「
上
司
か
ら
部
下
に
行
わ

れ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
先
輩
・

後
輩
間
や
同
僚
間
な
ど
の
様
々

な
優
位
性
を
背
景
に
行
わ
れ
る

も
の
も
含
ま
れ
る
」
と
指
摘
。

問
題
。
店
頭
の
魚
介
類
を
見
る

た
び
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
早
く
解
決
し
ま

す
よ
う
に
。

遠
野
支
部　

み
か
ん
マ
マ

　

　

　

現
在
第
２
子
育
休
中
で
す

が
、
こ
う
し
て
懸
賞
パ
ズ
ル
に

参
加
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
送
っ
て
く
れ

る
組
合
の
方
、
あ
り
が
と
う
。

大
東
支
部　

只
今
育
休
中

　

　

　

振
り
返
る
と
こ
の
夏
も
自
然

災
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
か
。こ
れ
か
ら
の
秋
。

穏
や
か
な
毎
日
を
期
待
し
て
い

ま
す
。大

船
渡
支
部　

す
い
と
う

誰
も
が
当
事
者
と
な
り
得
る
こ

と
を
、
組
織
で
働
く
す
べ
て
の

人
た
ち
が
意
識
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
そ
し
て
、「
職
場
の
パ

ワ
ハ
ラ
は
許
さ
れ
な
い
行
為
。

放
置
す
れ
ば
働
く
人
の
意
欲
を

低
下
さ
せ
、
時
に
は
命
す
ら
危

険
に
さ
ら
す
場
合
が
あ
る
」、
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
職

場
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
か
を
提
案
し
て
い
る

▼
私
た
ち
に
と
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
撲

滅
と
あ
わ
せ
、
労
働
環
境
の
改

善
も
急
が
れ
て
い
る
。
長
時
間
・

過
密
労
働
、
ス
ト
レ
ス
が
多
く
、

宿
題
や
課
題
の
多
い
こ
と
も
目

を
背
け
て
は
な
ら
な
い
▼
そ
も

そ
も
私
た
ち
に
は
、
誰
も
が
い

き
い
き
働
く
権
利
が
あ
る
。
日

本
国
憲
法
第
13
条
は
、「
す
べ
て

の
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
」
と
う
た
い
、第
25
条
は
、

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
権
利
」
を
う
た
っ

て
お
り
、
労
働
基
準
法
や
労
働

安
全
衛
生
法
で
守
ら
れ
て
い
る

▼
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、
法

令
遵
守
の
い
き
い
き
働
け
る
職

場
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。　

（
な
）

９
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル

　

9
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
29
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

■
9
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

   
つ
ぶ
や
き
子（
二
戸
支

部
）、
夢
見
る
マ
マ
、
じ
ゃ

が
い
も
の
花
、
た
ぬ
き
マ
マ
、

腹
黒
人（
中
央
支
部
）、
太
鼓

の
達
人（
胆
沢
支
部
）、
只
今

育
休
中（
大
東
支
部
）、
宝
く

じ（
大
船
渡
支
部
）、
○
○
○

○
○
、
匿
名
希
望（
宮
古
支

部
）
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いわさきちひろ

斡旋価格

◇
秋
な
の
に　

懐
・
心
は　

ま
る
で
冬

 

（
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
の
主
婦
）

◇
長
雨
で　

紅
葉
さ
み
し
い　

山
模
様

 

（
気
分
転
換
し
た
い
看
護
師
）

◇
被
災
地
に　

笑
顔
も
た
ら
す　

イ
ー
グ
ル
ス

 

（
東
北
楽
天
の
私
設
応
援
団
）

◇
復
興
の　

足
を
引
っ
張
る　

大
増
税

 

（
Ａ
Ｂ
首
相
の
退
陣
を
求
め
る
庶
民
）

◇
東
電
に　

任
せ
っ
き
り
の　

汚
水
処
理

 

（
政
府
対
応
に
あ
き
れ
る
市
民
）

12月の予定
１日（日） 地域医療を守る運動全国交流集会（東京）
２日（月） 看護部会
５日（木）～６日（金）
 日本医労連春闘討論集会（伊東温泉）
７日（土） 女性部南部ブロック集会
 女性部三陸ブロック集会
 いわて青年集会2013クリスマスパーティー（盛岡）
７日（土）～８日（日）
 日本医労連全国給食問題交流会（北九州）
11日（水）～12日（木）
 いわて労連秋の労働相談ホットライン
14日（土） 女性部中部ブロック集会（遠野）
18日（水） 拡大支部長会議

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

12
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

11月の予定
２日（土） なくせ原発11.2ふくしま集会
２日（土）～４日（月）
 「いわて復興一揆大行進2013」（県内）
４日（月） 「いわて復興一揆大行進2013 in 釜石」集結集会
６日（水）～７日（木）
 全労連・全国縦断憲法キャラバン岩手県コース
７日（木） 第二次統一行動早朝集会（予定）
８日（金） 職制組合員集会（ホテル大観）
10日（日） 秋の県民大集会（県公会堂）
 女性部北部ブロック集会
16日（土） 拡大支部長会議（エスポワールいわて）
23日（土）～24日（日）
 県医労青年部中央交流会 in 神奈川
 日本医労連東北ブロック精神労組交流集会（仙台）
30日（土） はたらく女性の岩手県集会（おでって）


